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1.インターネットと移動体通信

ここ数年、インターネットは世界的に利用者が激増しているが、驚くべきこと

に、それ以上のペースで利用者が激増しているのが移動体通信の利用者である。

日本でも携帯電話利用者は1996年内に1,000万人を突破すると予想されているし、

PHSやポケベルなども含めると、恐らく2,000万人近い移動体通信利用者が日本

に存在することになる。

移動体通信からインターネットにアクセスする事例は1995年のPHSサービスの

開始以降、徐々に増え始め、1996年にはかなりの数の携帯電話、PHSがインター

ネットへのアクセス手段として利用される見込みである。今後、携帯電話の通話

料値下げや、PHSでのフルデジタル32Kbps対応カードなどの発売があれば、オ

フィスや家庭での固定電話網からのダイアルアップアクセスと変わらない通信環

境が移動体通信の世界でも実現できるだろう。

2.携帯電話／PHSからのインターネットアクセスの現状

携帯電話からインターネットでPPP接続するにはデジタル携帯電話接続用の

「デジタルデータ／FAXカード」を使うのが最も確実で、簡単である（図1）。接

続さえ問題なければ、通常の電話回線からのPPP接続と同様、オートダイアル、

オートログインが可能となる。費用的には一般電話回線よりかなり高くなるが、

屋外屋内を問わず、どこからでもインターネットで電子メールをチェックしたり、

WWWサーバーのメンテナンスをできるのは非常に便利である。

一方、PHS用のデジタル通信カードの発売が遅れている関係で、PHSからイン

ターネットへアクセスするにはPHSのイヤホンジャックにセルラーケーブルを接

続し、9,600bpsもしくは14.4Kbps程度でPPP接続することになる（図2）。ただし、

イヤホンジャック経由なのでオートダイアルは不可能であり、PHSからの手動に

よるダイアルのタイミングを見計らって、PPPのスクリプトをスタートさせ、強

制的に着信させることになる。デジタル携帯電話に比べ、多少面倒だが、通話料

が安いので個人でも気軽にPHSから移動体通信によるインターネットを体験でき

る。

3.デジタル無線パケット網／ポケットベルとの接続の現状

携帯電話やPHS以外にもインターネットへリンクできる機器がある。たとえば、

日本シティメディアのメサージュなどに内蔵の無線モデムモードを使えばテキス

トモードでのインターネットアクセスが可能だ。半二重のパケット通信なので実

際の通信速度は遅く、電子メールのチェックなどが適している（図3）。

日本ではまだサービスが行われていないが、米国のSkyTelなどではWWWから

直接、ポケベルに送信できるサービスがサービスが開始されており、数百文字の

移動体通信から利用するインターネット
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メッセージをインターネット経由で相手のポケベルに送ることができる。使用方

法も簡単で、WWWの画面上で相手のSkyTelのPIN（Personal ID Number）を指

定し、メッセージを書いてSENDするだけである（図4）。

以上が1996年２月末時点での移動体通信からのインターネット利用の現状であ

るが、実際にはまだ始まったばかりである。数年後にはさらに高速なアクセス手

段を獲得して、移動体による動画通信や64Kbps以上のインターネットアクセス

なども予定されている。
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図2 PHSとコンピュータの接続図1 デジタル携帯電話とコンピュータの接続

図3 メサージュでのインターネット接続 図4 SkyTelのホームページ（http://www.skytel.com/Paging/）

WWWの画面からポケベルへメッセージを送信できる。
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